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＜社会実装への可能性＞ （３点以内）

稲わらなどの農業未利用残渣を利用形態に応じた燃料に変換し
供給するシステム構築を目指します。

- 要素技術の組合せと社会実装
（社会技術の実践）

- システム導入効果の定量評価
（新規事業立ち上げの動機付け）コ
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- 稲わらペレット製造技術
（木質と稲わら混合ペレット含む）

- 半炭化（トレファクション）による
燃料品質の向上と利用用途拡大
（発熱量UP, 微粉化可能、火力発電所
及び木質バイオマス発電所での混焼）

- サプライチェーン設計とコスト最適化
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地域にあったオーダーメードのシステム設計
公共施設のボイラー
のグリーン化（防災拠点として）

施設園芸利用による高付加価値
作物の栽培、加工販売

火力発電所、木質バイオマス発電所
製紙工場等への燃料供給システム

稲の収穫

稲わら、トウモロコシ茎
等の農業残渣
特徴 ・低密度に存在

・秋に集中発生

ペレット燃料

課題②
・含水率高い
（25%）

乾燥工程が必要
（10%以下まで）

課題①
・保管場所
確保難

・輸送コスト大

収集・輸送・保管

課題③
・破砕しづらい
（エネルギー消費大）

課題④
発熱量

木質 ＞ 稲わら

農業残渣燃料サプライチェーン
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半炭化 (Torrefaction)
固体バイオマスを空気(酸素)の供給を遮
断して温度200~300℃程度で加熱すると
ほどほどに炭化される

④熱量増加

①かさ減少

③破砕性向上

②含水率
ほぼ
ゼロ

燃料利用により
・化石燃料代替によるCO2発生抑制
・圃場での分解によるCH4とN2O発生抑制

ほとんど鋤込みされ
利用されていない。
分解過程でCH4やN2O発生

粉砕稲わら

ボイラー
利用

発電所
での
混焼利用4つの課題を同時に解決しうる。
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